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１． はじめに 

口コミによる情報拡散は，政策やブランドイメ

ージなど社会的に大きな影響を与えてきたが，

近年では SNS がその情報拡散の媒体として台頭

している．SNS の情報拡散現象については，媒介

するユーザ属性(信頼性や専門性など)，ネット

ワーク構造などが影響することが指摘され，代

表的な少数のユーザを対象に検証されてきた[1]．

そのため，情報拡散現象の偏向のないデータで

の実証研究が望まれているものの，その現象の

観測が不可能である点[2]，や拡散されたイベン

トにだけ注目がいきやすい偏向性[3]が問題視さ

れてきた．それに対し，Bakshy ら[4]は Twitter

を対象に，URL を含んだツイートの情報拡散イベ

ントに関する膨大なデータを収集し統計的分析

を行った．その知見として，過去に情報拡散に

寄与し，一定数以上のフォロワーを持ったユー

ザが情報拡散に貢献し易いことを明らかにした．

これは実証的成果として高く評価されているも

のの，新らたに情報拡散の要因を見出したとは

いい難い．その原因のひとつとして，無作為に

収集したデータを一緒くたに扱ったため，ユー

ザの嗜好性による影響を精緻に分析できなかっ

たことが考えられる． 

 そこで，本研究では Twitter のニュース記事

ツイートを対象とし，ニュース記事ジャンルご

との情報拡散現象を実証的に解明することを目

的とする．膨大なフォロワー数を持った，特定

のニュース記事アカウントに着目することで，

ユーザ属性の偏りが少なく，かつ情報拡散の規

模に関係ないデータを対象に分析することがで

きる．さらにニュース記事ジャンルごとに分析

することで，拡散情報の内容を考慮した拡散現

象の特徴について明らかにすることができる．  

２． アプローチ 

ニュース記事の情報拡散現象を分析するために， 

一定期間の特定ニュース記事アカウントのツイ

ートとそのリツイートしたユーザのデータを収 

 
 
 
 

集した後，1)記事ツイートごとの情報拡散木の作

成(2.1 節参照)，および 2)記事ジャンルごとの情

報拡散の統計的な特徴分析(2.2 節参照)，を行う． 

2.1 記事ツイートごとの情報拡散木の作成 

Twitter のニュースアカウントから記事がツイー

トされた後に，そのフォロワーが記事ツイート

をリツイートすることで伝播していくユーザ関

係グラフを情報拡散木と呼び，作成する．しか

しながら，ニュースアカウントをリツイートし

たユーザとユーザのフォロワー関係は収集デー

タから確認できるものの，ユーザがどのユーザ

の記事リツイートを参照し，リツイートしたの

かは特定できない． 

そのため，本研究ではあるユーザにフォロー

している複数ユーザが同じ記事をリツイートし

ている場合に，リツイート時間によってユーザ

が参照したリツイートのユーザを一意的に特定

することで，情報拡散木を作成する．フォロー

しているユーザのツイートはユーザの Twitter タ

イムラインに表示されるが，閲覧環境によって

ユーザが先に参照するタイムライン上の表示位

置が異なるため，リツイートのために参照した

記事リツイートを発信したユーザも異なってく

る．そこで，本研究では図 1 のように，記事を

リツイートした，フォローしているユーザのな

かで，「最初にリツイートしたユーザを選択す

る拡散木作成」と「リツイートする直近にリツ

イートしたユーザを選択する拡散木作成」の 2

種類を扱う． 

 

図 1: 2 種類の拡散木の作成方法 

2.2 記事ジャンルごとの情報拡散の特徴分析 

ニュース記事ごとに作成した情報拡散木に対し，

記事ジャンルごとに統計的な特徴分析を行う． 
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統計的な特徴分析には回帰木分析によって，

情報拡散木の深さと広さに対し分析する．つま

り，情報拡散木の深さおよび広さを目的変数と

し，情報拡散木に含まれるユーザの属性と記事

タイトルをそれぞれの説明変数とする．具体的

な説明変数には文献[4]を参考に，拡散木のユー

ザのフォロー数の平均と中央値，拡散木のユー

ザのフォロワー数の平均と中央値，拡散木のユ

ーザの Twitter 登録日数の平均と中央値，および

記事タイトルの長さの 7 項目を用いる． 

３． 情報拡散現象の分析 

３.１ データセット 

Twitter API を 使 用 し ニ ュ ー ス ア カ ウ ン ト

(@YahooNewsTopics)の記事ツイートを 2 週間

(2019/11/13-27)収集し，5 種類のニュースジャン

ル（スポーツ，経済，政治，国内外，エンター

テイメント）に分けて分析した．分析データの

内訳を表 1 に示す． 

３.２ 結果と考察 

ニュースジャンルごとに記事ツイートの拡散木

を回帰木分析した．紙面の都合上，「経済」に

関する記事ツイートの拡散木の深さと広さの回

帰木分析結果だけを，図 2 に示す．なお，これ

は「最初にリツイートしたユーザを選択した拡

散木作成」を適用した． 

図 2 から，経済に関するニュース記事の情報

拡散の深さではフォローしているユーザ数の平

均が 2000 以下，フォロー数の中央値が 600 以下

の場合に深くなる傾向がある．その一方で，経

済に関するニュース記事の情報拡散の広さでは

フォロワー数の平均が 1600 以下の場合に広く伝

わる傾向がある． 

それ以外のニュースジャンルの情報拡散の特

徴として，スポーツではフォロー数の平均が

1200 以上かつ Twitter 登録日数が 4 年以上前の場

合に拡散木が深くなる傾向がみられた．政治で

はフォロー数とフォロワー数の中央値が 500 以

上の場合に深くかつ広くなる情報拡散の傾向が

みられた．国内外に関する記事では，Twitter 登

録年数が 6 年で，平均のフォロー数が 1300 以下

の場合に深くかつ広くなる情報拡散の傾向がみ

られた．エンターテイメントに関する記事では，

フォロー数の中央値が 600 以上で，平均が 1900

以下の場合に深くなる傾向がみられ，Twitter 登

録年数が 6 年以上の場合に拡がりやすい傾向が

みられた．また異なる情報拡散木作成法で行っ

た場合にも，ほぼ同様の傾向がみられた． 

以上から，ニュースジャンルごとの情報拡散

の分析を行った場合に，フォロワー数以外の異

なるユーザ属性も影響していることがわかった． 
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表 1： 分析データの内訳 

記事ツイートの 記事数 総リツイ 拡散木の深さ 拡散木の広さ 

ジャンル  ート数 平均 標準偏差 平均 標準偏差 

スポーツ 107 12,940 3.03 1.49 121 141 

経済 47 16,303 3.39 2.09 347 1,422 

政治 144 40,040 3.55 1.65 278 577 

国内外 194 69,235 3.75 1.75 357 1,106 

エンターテイメント 57 57,298 5.51 2.78 1,005 2,483 

 
図 2: 経済に関する記事ツイートの拡散木の深さ(左)および広さ(右)の回帰木分析結果 
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